
韓国２チームが揃ってプレーオフ進出！ 
한국 2팀이 나란히 프레이오프 진출! 
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韓国チーム初のレギュラーリーグ

１位を獲得したアニャンハルラ、 
High1は5位から上位を狙う。 

 
2003年に発足し、6シーズン目を迎えた「アジアリーグ

アイスホッケー（AL）」は、2008-2009シーズンレギュラ
ーリーグ（RL：3ヶ国7チームによる6回戦総当り方式）
が終了。上位5チームによるプレーオフが2月17日から
幕を開ける。 
アニャンハルラは4シーズン連続のプレーオフ進出を

RL1位で獲得。ALにおいて日本のチーム以外がRL1
位を決めたのは今回が初めての快挙だ。 

 

AL過去のＲＬ1位チームと優勝チーム
AL順位 2003-2004 2004-2005 2005-2006 2006-2007 2007-2008 2008-2009

優勝
日本製紙
クレインズ
（日本）

コクド
（日本）

コクド
（日本）

日本製紙
クレインズ
（日本）

王子製紙

（日本）
？

RL1位
日本製紙
クレインズ
（日本）

日本製紙
クレインズ
（日本）

日本製紙
クレインズ
（日本）

SEIBU
（日本）

アニャン
ハルラ
（韓国）

 

ハルラのシム・ウィシク（심의식）監督は、「レギュラ

ーリーグを1位で通過し、韓国アイスホッケーの歴史の
中でも、大きな発展につながる素晴らしいシーズンに

なった」とコメントしている。 
 

2003年11月15日。ALはハルラがコクド（現SEIBU
プリンスラビッツ）に1-11と大敗して始まった。それを考
えると、ALとしても｢発展｣を実感できるシーズンだった
のではないか。 

 
12/17 SEIBUに勝利し歓喜するハルラベンチ【撮影＝小野田光】 

 

今シーズンのハルラの魅力は、その攻撃力にある。

1試合平均得点が4点を超えるのはハルラのみ。完封  

 

負けがないのもハルラだけだ。AL個人成績では、得点
ランキング10位以内にハルラから4選手が名を連ねた。 

 

2008年10月下旬から11月上旬までハルラは試合
が組まれず、他チームの勝ち点の都合で5位まで順位
を下げた時期もあったが、11月下旬に3連敗（対日本
製紙クレインズ）した以外は安定して勝ち星を挙げ、

RL1位まで登り詰めた。 
 

一方のHigh1は、大きな連勝こそ無いものの、開幕
当初からプレーオフ進出圏の5位以内を守り続け、そ
の争いから脱落せずにRLを戦い抜いた。 
上位に顔を出す機会は少なかったが、焦らずにシー

ズン中もチームをまとめ、作り続けてきたようだ。そして

その完成形がプレーオフという事だろう。キム･ヒウ

（김희우）監督の手腕と選手・チームの真の実力が試

される。 
 

⇒両チームのRL戦評、プレーオフ展望は、中面へ 
 
韓国勢プレーオフでの苦戦  

2005-2006シーズン以降、毎シーズン韓国勢がプ
レーオフへ進出している。 

 

しかし韓国勢がプレーオフにてラウンドを勝ち上がっ

たのは、2006-2007シーズンプレーオフ・ファーストラウ
ンドのカンウォンランド（現High1）のみ。しかもその時
の対戦相手はハルラだ。 
つまり韓国勢としては、プレーオフにて韓国のチー

ム以外を蹴落として駒を進めていないのである。勝利

した試合に限っても、2005-2006シーズンのプレーオ
フ・セミファイナル、コクド対ハルラ第2戦で、ハルラが
挙げた1勝だけだ。 

 

2003- 2004- 2005- 2006- 2007- 2008-
2004 2005 2006 2007 2008 2009

総合 3位 5位 3位 6位 5位 ?
RL - 5位 2位 5位 5位 1位
総合 - - 7位 3位 4位 ?
RL - - 7位 4位 2位 5位

アニャンハルラ
（ハルラウィニア)

High1
（カンウォンランド）

AL順位

 
※  斜体はプレーオフ進出ならず 

 

RL1位のみならず優勝を狙うハルラ、RL5位から上
位をうかがうHigh1。プレーオフにおいても「大きな発
展」を見せつける事ができるか、プレーオフでは、その

真価を問われる。 
 

⇒プレーオフの日程・会場は4ページへ 




